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本研究では、 アレーアンテナ給電回路の低損失化・広帯域化・小型化・低コスト化に関わる 

技術課題を解決し、 通信システムなどの高機能化・通信容量向上などに貢献することを目的とし 

ている。 アレーアンテナシステムは、 狙ったエリアのみに選択的に電波を送信する技術である。 

送信信号を適切な位相差と強度比をもつよう分配し、 それぞれ配列されたアンテナ素子に供給す 

ると、 各アンテナ素子からの放射電波の合成により、 所望の送信ビームを形成させることができ 

る。 アレーアンテナ用給電回路は、 この送信信号の分配と供給の部分を担う回路であり、 アレー

アンテナシステムの性能を決める肝の部分といえる。 その適用は、 通信衛星搭載用トランスポン

ダ、 地上および海上の長距離通信を主として広まり、 最近では、 次世代携帯電話システム、 気象

等のレー ダー システム、 さらには一部のワイヤレス電力伝送システムに及ぼうとしており、 その 

重要性は非常に高まっている。 この広範囲の普及をさらに推進するためには、 アレー アンテナ給 

電回路の低損失化・広帯域化・小型化・低コスト化が必須であり、 本研究は衛星搭載トランスポ

ンダシステムヘの応用を先ずは念頭に置き、 給電回路構成のための要素回路技術を進展させたも

のである。

第1章は序論であり、 本研究の背景・目的・意義を示している。

第2章では、 プロー ドサイド結合線路型カプラの密結合化技術を低損失・高耐電力の観点から

衛星搭載アンテナ給電回路への適用要求が高い方形同軸線路を検討対象線路として行った研究を

示している。 マルチビーム形成給電回路として適している小型なハイブリッドマトリクスを実現

すべく、 ブロードサイド結合線路型カプラで形成した90
゜ 

ハイプリッドを導入した。 ただし従

来回路のままでは、衛星搭載アンテナ給電回路に特有の真空放電回避の観点で、結合線路間隔に 

制限が発生し、 結果として所望の結合度3clBが得られない。 そのため密結合化と高アイソレーシ 

ョン化を同時に得るべく集中定数素子を導入した回路構成を考案し、 この実現回路としてスタブ 

を結合線路近辺に適切に装荷した立体構造を提案した。 試作実験により所望の特性が得られるこ 

とを実証している。 さらに本カプラを適用したハイブリッドマトリクスを検討して当該構造の妥 

当性を検証している。

第3章では、 エッジ結合線路型カプラの密結合化・高アイソレー ション化技術を、 多層形成不

可であるが製造精度に優れるアルミナ基板を適用したマイクロストリップ線路型回路に適用して 

いる。 マイクロストリップ結合線路の高アイソレーション化のために結合線路内エッジにスロッ

トを設けて偶・奇モードの位相速度を揃えているが、 そのため疎結合化し所望の結合度が得られ

ない。 そこで1/4波長結合線路の線路間隔は一定に保ち、 部分的に結合線路幅を狭くする構造を

提案し、 他部品を装荷することなく反射を劣化させることなく、 密結合化し所望の結合度を得る






